
　６号館の北西に位置する構内最大
のホールが４号館だ。木を基調とし
た温かみのある内装が施されている。
プロジェクターをはじめとする機材
も設置。そのため、履修者が多い講
義だけでなく、本学主催の講演会や
シンポジウムの会場にもなる。さら
に毎年 11 月に開催される欅祭では、
芸能人を招いたトークショーが開か
れるほか、課外活動団体がダンスや
演劇などのパフォーマンスを行う。
　多目的ホールとして、日頃からさ
まざまな場面で使われている４号館。
各種説明会の開催場所でもあるため、
迷わず行けるようにしておこう。
　　　　　　　  　　　  （畠山悠奈）

　地上６階、地下２階建ての６号館。
地下１階に広がる「カフェ＆ホール
COMMichi」はカフェを併設した多
目的ホールで、パンや日替わり弁当な
どが購入できる。壁に設置されている
大画面ディスプレイも同ホールの特徴
だ。昨年 10 月に開催されたラグビー
Ｗ杯日本大会の応援イベントでも使わ
れ、画面に映る選手の活躍に来場者が
熱狂した。
　授業や履修登録をはじめとする業務
を行うのが、１階にある教務部だ。カ
ウンターは、共通、経済・経営学部、
理工学部、法学部、文学部の５つに分
かれている。本年度の新入生には新し
いカリキュラムが適用される。不明な

　ガラス張りの外観が目を引く情報図書
館の開架書架には約 55 万冊の図書が並
ぶ。学修施設としても充実し、館内には

「プラネット」と呼ばれる球体型のグルー
プ閲覧室がある。また、全ての階に個室
閲覧室「クリスタルキャレル」が設けら
れている。レポート作成やテスト勉強に
集中したい人には最適だ。ただし、学期
末試験期間は特に利用者が多く、満席に
なることもある。１階の「リフレッシュ
エリア」は館内で唯一食事ができるスペー
スだ。
　情報図書館は、学生の利用促進のため
にいろいろなイベントを開催している。
毎年秋に実施する「ブックハンティング」
では、学生がジュンク堂書店吉祥寺店で
選んだ本を、後日手作りのポップと共に
館内に展示。さらに、昨年秋には「図書
館福袋」という企画も行われた。福袋の
中には、袋ごとに設定されたテーマに沿っ
た本が数冊入っている。このように、学
生に読書を気軽に楽しんでもらうための
工夫が常日頃からなされている。また、
新刊の収集にも力を注ぎ、年間約１万
6000 冊の本を新たに収蔵。１階にある
新刊コーナーは毎週水曜日に更新される。
定期的にチェックしてみてはいかがだろ
うか。
　情報図書館のホームページでは、利用
案内に関する動画を学生に向けて公開し

　多くの学生でにぎわうトラスコン
ガーデンは「トラコン」という愛称で
親しまれている。テーブル席とカウン
ター席が合わせて 307 席設けられてお
り、利便性が高い。授業期間中の開放
時間は平日が午前７時～午後７時、土
曜日は午前７時～午後５時。館内のファ
ミリーマートは午前８時に開店する。
他店舗と同様の商品を購入できるほか、
営業時間内には電子レンジも使用可能
だ。また、スマートフォン用モバイル
バッテリーのシェアリングサービス

「ChargeSPOT」が導入されている。
　館内南側にある掲示板では、学内イ
ベントや説明会に関する情報をいつで
も確認することができる。トラコンを
訪れた際は目を通してほしい。
　　　　　　　　　　        （岡本和音）

点があれば、各学部カウンターで質問
すると良いだろう。共通カウンターの
前には証明書自動発行機が備え付けら
れており、在学証明書や成績証明書、
学割などの発行が可能だ。なお、この
証明書自動発行機は、学内に置かれた
他の２台よりもさまざまな書類を発行
することができる。
　２階には教職課程センターと非常勤
講師控室があり、３～５階に教室、６
階には教職員専用の会議室が設けられ
ている。加えて、グループ学習のでき
る「コミュニケーションラボ」が３階
と５階に大小２部屋ずつ並ぶ。大部屋
には電子黒板が設置されているため、
ゼミ発表の練習場所としても活用でき
る。使用する際は教務部への申請が必
要だ。　　　　　　      　（大浜百花）

ている。貸出方法や、各種施設の利用方
法などを詳しく知ることが可能だ。この
記事に加えて動画を活用し、一日も早く
図書館を使いこなしてほしい。　（高梨翼） 　学生会館は、トラスコンガーデンの

北側にある地上３階、地下１階建ての
施設だ。ここでは、教科書を含む書籍
や文房具などを扱う紀伊國屋書店と、
カットサロンが営業している。さらに
証明写真機、建物前の ATM 等の学生
生活を支える設備もそろう。
　地下には音楽練習室が設けられてお
り、主に音楽系団体が使用している。
また、３階には学生ボランティア本部 
Uni.、欅祭本部、新聞会、体育会本
部、文化会本部の部室が並ぶ。活動に
興味を持った人は一度訪れることを勧
める。
　そして、学生生活を送る上で欠かせ
ないのが学生食堂だ。館内には３つの

食堂が存在する。１階にあるのは４店
舗が集まる第一学生食堂。うどん、ラー
メン、鉄板料理、定食類を提供してい
る。２階には４月より新たにオープン
する出来たて中華の「桃李」、３階に
は丼ぶり専門店「TORIKO」が店を
構える。各食堂を回り、自分好みの店
を見つけてみてはどうだろうか。
　　　　　　　　　　   　（勝見季紘）

　唯一の全面れんがタイル貼りである
建物が、本学の象徴とされる本館だ。
1924 年の建設以降、構内で最も長い
歴史を持つ。2008 年には大規模な
改修工事が行われたものの、ほとんど
建築当時の姿を保ち続けている。また、
テレビドラマや映画の撮影場所に使わ
れるため、学外でも認知度が高い。
　本館には、本学を支える部署が多数
置かれている。中でも学生が頻繁に利
用するのは、１階西側にある学生部だ。
ここでは、奨学金に関する手続き、学
生証の再発行や遺失物の管理、部活動
をはじめとした課外活動についての手
続きなどを行っている。１階北側には
ボランティア支援センターがあり、ボ
ランティアについての情報収集や、参
加申し込みを行うことができる。ボラ
ンティアに興味のある人は足を運んで
みてほしい。
　充実した学生生活を送る上で、さま
ざまな目的を持って訪れることになる
本館。各部署の業務内容を把握し、有
効に活用できるようにしたい。 
　　　　　　　　   　　（茂木佑太朗）

　本学には国際交流のできる制度がい
くつか設けられている。今回は、その
中の一つであるバディシステムについ
て紹介したい。バディとは、来日した
協定留学生の生活を支えるボランティ
アのことだ。語学力に関する条件がな
いにもかかわらず「難しそうだから」
という理由で登録をためらう学生が多
い。そこで、バディとして活動してい
る中嶋久侑さん（経済経営２）に話を
聞いた。
　本学では、留学生１人に対して５人
前後のバディが担当に就く形式を採っ
ている。主に空港での出迎えや住民登
録の手続き、銀行口座開設のサポート

を行う。また、ウェルカムパーティー
やバスツアーのような国際交流イベン
トの企画・運営も担っている。
　中嶋さんは、昨年度の後期からバディ
の活動を始めた。ニュージーランドへ
留学した際に現地のバディに支えても
らい、自分も同じことをしたいと考え
た。初めは留学生に日本語と英語のど
ちらを使えばよいか迷ったが、現在は
できるだけ日本語で話すようにしてい
るそうだ。中嶋さんは「留学生は日本
語の習得を目的に来ている。それを忘
れずに会話することが重要だ」と考え
を述べた。
　バディシステムではチームで助け合

うことができ、日本と異なる環境に順
応する必要もない。そのため、留学よ
りも気軽に取り組むことができる。ま
た、熱心に勉強する留学生の影響を受
け、自身の留学を決める人もいるとい
う。本年度前期の活動への登録はすで
に締め切られているが、後期の募集は
今後行われる予定だ。国際交流の第一
歩として、同システムを活用すると良
いだろう。　　    　　　　　（大浜百花）

　本学には２体の中村春二胸像がある。
１体は情報図書館の入口付近に、中村
の 13 回忌と学園創立 25 周年を機に
建てられた。もう１体はそのレプリカ
で本館１階に位置する。これらの胸像
を見て、本学園の創立者である中村の
存在を知った人もいるだろう。とはい
え、彼の人物像や功績について理解し
ている人は少ない。成蹊学園史料館の
近藤茂グループ長に話を伺い、中村の
一生に迫る。
　1877 年３月 31 日に東京・神田猿
楽町で生まれた中村。幼少期から英才
教育を受け、尋常中学時代には友人か

ら「聖人」と呼ばれるほどの模範生だっ
た。この頃、生涯にわたる友となる今
村繁三と岩崎小弥太に出会う。後に本
学園の理事を務める彼らは、教育に人
生をささげた中村を経済面でも支え続
けた。
　中村が教育者を志したのは、東京帝
国大学（現在の東京大学）在学時だ。
在学中、曹洞宗第一中学林（現在の世
田谷学園）の講師となった彼は、貧困
によって進学できない生徒がいること
や、画一的な教育に憤りを感じていた。
大学卒業後の 1906 年に学生塾を開
き、翌年「成蹊園」と命名。1912 年

から 1917 年にかけては、個性の尊重
や少人数教育などを理念とした成蹊実
務学校をはじめ、５つの学校を池袋に
開校した。中村の教育活動は全国へと
拡大し、大正自由教育運動の中核を担っ
たという。しかし、これらの活動で多
忙を極めた彼は体調を崩しがちになる。
成蹊学園の吉祥寺移転が目前に迫った
1924 年２月 21 日、46 歳という若
さで亡くなった。
　成蹊大学の開学は、中村の没後 25
年のこと。背景には 6・3・3・4 制へ
の学制改革があった。少人数教育は大
学にも踏襲され 1950 年には１科目
15人のゼミナール制を採用。現在でも
全学部でゼミ演習が行われている。彼
の教育方針は、令和になった今でも脈々
と受け継がれているのだ。　   （高梨翼）
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　誰もが被害者にも加害者にもなり得
るハラスメント。これは、多くの人と
関わる大学生活において意識しなけれ
ばならないものだ。私たちはハラスメ
ントとどのように向き合えばよいのだ
ろうか。
　ハラスメントを受けたときには、
はっきりと拒絶の意思表示をすると行
為が止むこともある。だが、できるだ
け早く相手と距離を置くのが望まし
い。一方、個人での解決が難しいケー
スもある。そのような場合には抱え込
まず、信頼できる人に相談するのが有
効だ。解決策が見つかりやすくなるほ
か、他者に打ち明けること自体に心理
的負担を緩和させる効果がある。

　自覚がないまま加害者となってしま
う事例も少なくない。言葉の受け取り
方は人によって異なることに加え「誰
に言われたか」によって受ける印象が
変化するからだ。また、気持ちを正直
に伝え合える関係を構築することも大
切となる。とはいえ、上下関係がある
場合にはこうした関係を築きにくい。
コミュニケーションをする際は、より
一層の配慮が必要になるだろう。
　本学にはハラスメント専門の相談員
がおり、電話かメールで申し込めば面
談可能だ。成蹊学園ハラスメント防止
委員会委員長の正岡和恵教授は「被害
にあったときに相談の手段が分からな
ければ、一人で抱え込んでしまう。ま
ずは相談室などの存在を知ってもらい
たい」と語る。被害への適切な対処を
行うだけでなく、加害者にならないた
めに、ハラスメントとその支援につい
ての理解が必要だ。　　　（勝見季紘）
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